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自己紹介



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　中学部３年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




Chapter 1
Topics



Using Talkitt SD



借りたノートやメモ書きなどを簡単にスキャンできる
ハンディスキャナー



壁やテーブルがスマホの画面に！ タッチで動かすスマートプ
ロジェクター『Xperia Touch』



Pulp Nonfiction- Low-Cost Touch Tracking for Paper



Empower Me　 

The World's 1st Augmented Reality Glasses For Autism



Smmy Screamer Motion Alarm



TrackerPad Sticky GPS tracker pads



デジタル・ネイティブ世代の子どもたちの不思議！！

iPadであれば計算出来るのに
紙では分からない

iPadであればなぞり書き出来るのに
紙ではやりたがらない

iPadであれば読むことが出来るのに
紙の本は集中して読めない

動画が話せばじっと聞けるのに
先生が話せばおとなしく聞けない

子どもたちの特性の変化
時代の変化
ICT機器の特性・必然性
を理解することが重要！！

タブレットならば出来るのに
紙では出来ない原因と、
どうすれば出来るのかの検証
がポイント！！



Chapter 2
教員が使う

教材作り・校務の省力化…



教材作り



アナログとデジタルの架け橋



電子書籍も簡単作成



造形物は３Dで保存



分かりやすい動画の提供



比較提示すれば理解しやすい



身辺自立や作業学習に動画活用



個に合わせた教材を簡単作成



個に合わせた教材を簡単作成



授業支援



授業にアクセントを！



授業にアクセントを！



授業にアクセントを！



視覚支援は基本！



教師と子供のゴールを変える



教師と子供のゴールを変える



校務



席を立たずに発表



資料は印刷しない



議事録は簡単作成



注目点はその場で書き込み



職員室とiPadを簡単連携



iPadでOfficeWork



Chapter 3
児童・生徒が使う

AT(支援機器）・教材…



読む



音声読上(スピーチ)



アナログデータをささっと読む



外国語も怖くない！？



書く



音声入力



　mazec手書き（アプリ）



手書認識



計算する



過程を見える化



筆算のデジタル化



手書き電卓



記憶する
聞く



カメラ



個の特性に応じて記憶



推測する



思考の見える化



思いを伝える



行動する



見通し・構造化



Other



地図が読めなくても



地図が読めなくても



まとめ



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


iPadである必然性 

　　携帯性　　いつでもどこでも！　 
操作性　　自分で出来る！　 
手書認識　書けなくても！ 
音声認識　書けなくても！ 
音声出力　読めなくても！ 

カメラ＆パソコン 
・・・



学校で使うという必然性 

複数人で使う 
思いを発表する 

コニュニケーションツール 
練習ができる 
協同学習 

自主的な活動 
主体的な活動 
・・・



現代は百年単位で見ると 
アナログからデジタルへの 
大きな過渡期です 

辞書で調べることも, 
筆算で計算することも, 
ノートに書けることも, 
文書を読めることも, 
記憶できることも 

微妙にまだ必要なスキルなんですよね！ 

でも、今の子どもたちが大人になった時に 
本当に必要な力は・・・・ 



参考図書











「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　　関連



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・スマー
トフォン等の情報端末の活用が障害を持
つ子どもたちの生活や学習支援に役立つ
ことを目指し2009年6月から「あきちゃ
んの魔法のポケットプロジェクト」をス
タートしました。 

https://maho-prj.org
魔法の種 魔法の言葉

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会
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